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論文審査の要旨 

 

感音難聴は、様々な社会生活に支障をきたす疾患である。申請者は、感音難聴者の子

音別正答率と有効継続時間（τe）の関係、および単音節の異聴とτe の関係に語音明瞭

度が及ぼす影響について評価した。その結果、語音明瞭度にかかわらず、子音別正答率

とτe に有意な相関を認め、さらに子音別正答率が高いほどτe の平均は長いことを明ら

かにした。また、感音難聴者はτe が短い単音節をτe の長い単音節として聞き間違える

傾向があり、τe は難聴の程度にかかわらず感音難聴者の異聴の方向性を示す重要な指

標であることが示された。 

公聴会においては、伝音難聴者や騒音下でもτe は指標となり得るのか、連続音や異

なる言語への応用の可能性、τe を長くする補聴器の開発状況についての質問があり、

それぞれ適切に回答された。 

本研究は、τe を新規指標として、子音別正答率、異聴の方向性の評価が可能となる

ことを示したものであり、τe を長くする音声信号処理という新規機構の補聴器開発に

つながる報告である。耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医学の発展に大きく寄与するものと考

え、学位授与に値すると判断する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医

学の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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